
（単位：千円）

一般財源 特定財源 要求総額 一般財源 特定財源 査定総額

1 健康保険課 1款　総務費 国民健康保険一般事務費 0 56,809 56,809 0 56,609 56,609

2 健康保険課 1款　総務費 連合会負担金等の経費 0 3,680 3,680 0 3,569 3,569

3 健康保険課 1款　総務費 賦課事務費（健康保険税分） 0 13,637 13,637 0 13,637 13,637

4 債権管理課 1款　総務費 徴収事務費（健康保険税分） 0 3,468 3,468 0 3,602 3,602

5 債権管理課 1款　総務費 収納事務費（健康保険税分） 0 7,564 7,564 0 7,665 7,665

6 健康保険課 1款　総務費 国民健康保険運営協議会費 0 263 263 0 263 263

7 健康保険課 2款　保険給付費 療養給付費 0 10,248,831 10,248,831 0 10,248,831 10,248,831

8 健康保険課 2款　保険給付費 療養費 0 88,318 88,318 0 88,318 88,318

9 健康保険課 2款　保険給付費 審査支払手数料 0 37,534 37,534 0 37,534 37,534

10 健康保険課 2款　保険給付費 高額療養費 0 1,540,072 1,540,072 0 1,540,072 1,540,072

11 健康保険課 2款　保険給付費 高額介護合算療養費 0 2,500 2,500 0 2,500 2,500

12 健康保険課 2款　保険給付費 移送費 0 500 500 0 500 500

13 健康保険課 2款　保険給付費 出産育児一時金 14,167 28,333 42,500 13,833 27,667 41,500

14 健康保険課 2款　保険給付費 出産育児一時金支払事務手数料 18 0 18 18 0 18

15 健康保険課 2款　保険給付費 葬祭費 11,900 0 11,900 11,900 0 11,900

16 健康保険課 3款　国民健康保険事業費納付金 国民健康保険事業費納付金（医療分） 2,494,964 793,548 3,288,512 2,402,396 769,060 3,171,456

17 健康保険課 3款　国民健康保険事業費納付金 国民健康保険事業費納付金（支援分） 1,105,494 122,948 1,228,442 1,040,912 119,817 1,160,729

18 健康保険課 3款　国民健康保険事業費納付金 国民健康保険事業費納付金（介護分） 309,110 59,532 368,642 297,139 59,856 356,995

19 健康保険課 4款　保健事業費 保健事業 0 4,775 4,775 0 4,775 4,775

20 健康保険課 5款　基金積立金 基金積立金 1 0 1 1 0 1

21 債権管理課 6款　諸支出金 保険税還付金 20,250 0 20,250 20,250 0 20,250

22 健康保険課 6款　諸支出金 償還金 1 0 1 1 0 1

23 健康保険課 6款　諸支出金 延滞金 1 0 1 1 0 1

24 健康保険課 7款　予備費 予備費 25,000 0 25,000 25,000 0 25,000

査定状況款

令和7年度当初予算　国民健康保険特別会計（経常経費）査定状況

最終更新日：令和7年2月25日

No 事業名所属名
要求額 査定額



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
1. 総務費 1. 国民健康保険一般事務費

1. 総務管理費

1. 一般管理費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 54,119 2,690 44,881
令和 8年度 -

令和 9年度 -

繰入金

56,809 56,809 56,809 0

56,609 56,609 56,609 0

国民健康保険事業の運営（国民健康保険被保険者証の発 適正で安定的な国民健康保険事業運営を継続します。 適正で安定的な国民健康保険事業運営を継続することが

行、更新、診療報酬明細書の縦覧点検）を行います。 できます。

・社会保険制度の改正により、国保資格の取得及

び喪失、保険給付に係る窓口事務等、一般管理業務が複雑化するととも

に取扱い件数も増大しています。

01 4,643 4,396 247

03 1,763 1,633 130

04 364 338 26

08 382 387 △5

10 7,513 7,672 △159

11 17,764 14,787 2,977

12 22,047 22,967 △920

13 660 660 0

06 02 01 04 01 00 職員給与費等繰入金 56,809 56,609 54,119 2,490



々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
1. 総務費 1. 国民健康保険一般事務費

1. 総務管理費

1. 一般管理費 健康保険課

（佐倉市）　　

18 1,473 1,279 194

差引一般財源 0 0 0 0

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
1. 総務費 1. 連合会負担金等の経費

1. 総務管理費

2. 連合会負担金 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 3,736 △56 3,836
令和 8年度 -

令和 9年度 -

繰入金

3,680 3,680 3,680 0

3,569 3,569 3,569 0

国民健康保険法に基づき、会員である保険者が、国保事 ・国民健康保険法に基づき、会員である保険者が共同し ・国保連合会の各種事業により各保険者(市町村)が円滑

業の円滑な実施に寄与するために設立された国民健康保険団体連合会の てその目的 に国保事業

事業に必要な経費を分担して負担します。 を達成する為に必要な事業を行うにあたり、国保連合会の各種事業によ を円滑に遂行することができます。

り各保険者(市町村)独自では困難な事業を円滑に行われるようにするた

めです。

　 負担金は令和６年４月末の被保険者数に基づき推 負担金の確定は令和７年４月末の被保険者数によ

計しています。 ります。

18 3,569 3,736 △167 06 02 01 04 01 00 職員給与費等繰入金 3,680 3,569 3,736 △167

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
1. 総務費 1. 賦課事務費（健康保険税分）

2. 徴税費

1. 賦課徴収費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 6,856 6,781 6,706
令和 8年度 -

令和 9年度 -

繰入金

13,637 13,637 13,637 0

13,637 13,637 13,637 0

・転入転出や社保加入離脱、世帯状況、所得状況等によ 　国民健康保険事業を実施するために必要な財源確保の 　国民健康保険税の賦課により、国民健康保険事業の運

り賦課額を決定します。 ために国民健康保険税の適正かつ公平な賦課を行います。 営に不可欠な財源が確保できます。

・納税通知書の発送を行います。

標準システムに移行することで、納税通知書の様 原材料費高騰による支出増を、通常特別経費とし

式が年度途中で変更となります。 て計上しています。

10 10,273 4,154 6,119

11 3,210 2,625 585

12 154 77 77

06 02 01 04 01 00 職員給与費等繰入金 13,637 13,637 6,856 6,781

差引一般財源 0 0 0 0



ました。

10 1,010 910 100

11 2,592 2,044 548

06 02 01 04 01 00 職員給与費等繰入金 3,468 3,602 2,954 648

差引一般財源 0 0 0 0

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
1. 総務費 2. 徴収事務費（健康保険税分）

2. 徴税費

1. 賦課徴収費 債権管理課

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち -

（市民参加・自治体運営） 令和 7年度 -

経常 単独 計画 2,954 514 1,940 基本施策５
行財政運営 令和 8年度 -

令和 9年度 -

施策３
税の公平、公正、効率的賦課と収入率向上を目指し

ます

繰入金

3,468 3,468 3,468 0

3,602 3,602 3,602 0

・国民健康保険税の滞納者に対し、自主的納税を促すた ・国民健康保険の収入率を向上させます。 ・国民健康保険税の収入率を向上させることで、国民健

め、督促状や催告書を送付します。 ・国民健康保険税負担の公平・公正を維持充実させます。 康保険の安定的な運営を確保します。

・個別の納税相談等により滞納者の実態を把握し、適切な滞納解消計画 ・納税の誠意がない滞納者に対し適切な滞納処分等を行うとともに、納 ・税負担の公平・公正を維持向上させることで、国民健康保険制度に対

を立て、分割納付等の指導を行います。 税に誠意のある滞納者への国民健康保険による医療給付を確保します。 する被保険者の信頼を醸成します。

・納税の誠意がない滞納者に対しては、財産調査を実施し、差押え等の

滞納処分を行います。

滞納処分の執行について、個々の滞納者の実情に 印刷製本費について、作成単価・数量変更の結果

即した対応が必要です。 、要求額を増額し



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
1. 総務費 3. 収納事務費（健康保険税分）

2. 徴税費

1. 賦課徴収費 債権管理課

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち -

（市民参加・自治体運営） 令和 7年度 -

経常 単独 計画 6,415 1,149 5,157 基本施策５
行財政運営 令和 8年度 -

令和 9年度 -

施策３
税の公平、公正、効率的賦課と収入率向上を目指し

ます

繰入金

7,564 7,564 7,564 0

7,665 7,665 7,665 0

・各金融機関等で納付された国民健康保険税の納付デー ・国民健康保険財政の財源の確保を図るため、収入率の ・国民健康保険税の収入率を向上させ、歳入の安定確保

タを確認し、適正な収納管理を実施します。 向上を図ります。 につなげます。

・国民健康保険税の口座納付について、転入者に対する利用案内の配布

、納税通知書に口座振替依頼書の同封、窓口での個別案内により勧奨を

実施します。

印刷製本費について、作成単価・数量変更の結果

、要求額を減額しました。

会計年度任用職員分の報酬、職員手当等、共済費について増額しました

。

01 1,709 1,618 91

03 620 574 46

04 375 364 11

08 108 108 0

10 1,517 1,041 476

11 3,336 2,710 626

06 02 01 04 01 00 職員給与費等繰入金 7,564 7,665 6,415 1,250

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
1. 総務費 1. 国民健康保険運営協議会費

3. 運営協議会費

1. 運営協議会費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 239 24 173
令和 8年度 -

令和 9年度 -

繰入金

263 263 263 0

263 263 263 0

佐倉市国民健康保険運営協議会を開催します。 佐倉市国民健康保険条例に基づき必要な事項を定めます 議会とういう場以外の場において、住民の各側の代表を

。 国保事業

に関与させ、それぞれの立場の利害を調整して国民健康保険の事業

運営を円滑に進めることができます。

　

01 214 214 0

08 18 18 0

10 31 7 24

06 02 01 04 01 00 職員給与費等繰入金 263 263 239 24

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 療養給付費

1. 療養諸費

1. 療養給付費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 11,002,948 △754,117 10,526,407
令和 8年度 -

令和 9年度 -

国庫支出金 県支出金 その他

10,248,831 10,248,831 1 10,226,330 22,500 0

10,248,831 10,248,831 1 10,226,330 22,500 0

国民健康保険法に基づき、一般被保険者に対し、疾病や ・被保険者が現物給付としての医療給付を受けられるよ ・保険医療機関において、被保険者証の提示により現物

負傷の治療を目的とした一連の医療サービスを給付します。 うにするため、医療機関等へ診療報酬を支払います。 給付による医療給付を受けることができます。

　

令和６年度決算見込みを参考に計上しています。

18 10,248,831 11,002,948 △754,117 03 01 01 01 01 00 災害等臨時特例補助金 1 1 1 0

04 01 01 01 01 00 保険給付費等交付金（普通交付金） 10,226,330 10,226,330 10,978,947 △752,617

08 02 01 01 01 00 第三者納付金 19,000 19,000 20,000 △1,000

08 02 02 01 01 00 返納金 3,500 3,500 4,000 △500

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 療養費

1. 療養諸費

2. 療養費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 91,471 △3,153 83,676
令和 8年度 -

令和 9年度 -

県支出金

88,318 88,318 88,318 0

88,318 88,318 88,318 0

一般被保険者が医療費を全額自己負担した際などに、申 ・緊急その他やむをえない理由により、保険給付を受け ・早期に医療給付を受けることができます。

請に基づき、自己負担額を控除した分を後から支給します。 られなかっ

た場合、被保険者が費用を一時支払い事後に保険給付分を現金で支

払います。

令和６年度決算見込みを参考に計上しています。

18 88,318 91,471 △3,153 04 01 01 01 01 00 保険給付費等交付金（普通交付金） 88,318 88,318 91,471 △3,153

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 審査支払手数料

1. 療養諸費

3. 審査支払手数料 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 24,998 12,536 24,149
令和 8年度 -

令和 9年度 -

県支出金

37,534 37,534 37,534 0

37,534 37,534 37,534 0

保険医療機関が算定し、保険者に請求する診療報酬の内 ・適正な診療報酬を支出するため、千葉県国民健康保険 ・適正な診療報酬を支出します。

容及び支払事務に対する事務手数料を、千葉県国民健康保険団体連合会 団体連合会が委託を受け、各医療機関からのレセプトのチェックをしま

に支払います。 す。

令和６年度決算見込みを参考に算定しています。 療養給付費の手数料単価がR6年度は1件当たり38

円でしたが、国保連の通知により、R7年度は61円に増加しています。

11 37,534 24,998 12,536 04 01 01 01 01 00 保険給付費等交付金（普通交付金） 37,534 37,534 24,998 12,536

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 高額療養費

2. 高額療養費

1. 高額療養費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 1,686,543 △146,471 1,617,183
令和 8年度 -

令和 9年度 -

県支出金

1,540,072 1,540,072 1,540,072 0

1,540,072 1,540,072 1,540,072 0

３割または２割の自己負担割合にかかわらず、1ヶ月単 ・一般被保険者が重傷等で多額の医療費を必要とする場 ・被保険者の過重な自己負担の軽減を図ります。

位で所得等に応じて定められた一定額以上の自己負担が生じた場合に、 合に、医療保険の機能を十分に果たし得ない欠点を取り除き、その機能

超過分の支払額を高額療養費として支給します。 をよりよく働かせます。

令和６年度決算見込みを参考に算定しています。

18 1,540,072 1,686,543 △146,471 04 01 01 01 01 00 保険給付費等交付金（普通交付金） 1,540,072 1,540,072 1,686,543 △146,471

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 高額介護合算療養費

2. 高額療養費

2. 高額介護合算療養費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 2,500 0 2,378
令和 8年度 -

令和 9年度 -

県支出金

2,500 2,500 2,500 0

2,500 2,500 2,500 0

国民健康保険の世帯に介護保険受給者がいる場合に、高 ・医療保険及び介護保険の自己負担の合計額が著しく高 ・被保険者の過重な自己負担の軽減を図ります。

額療養費の算定対象世帯単位で医療と介護の自己負担額を合算し、自己 額になる場

負担額を超える額を支給します。 合に負担を軽減します。

令和６年度実績から算定しています。

18 2,500 2,500 0 04 01 01 01 01 00 保険給付費等交付金（普通交付金） 2,500 2,500 2,500 0

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 移送費

3. 移送費

1. 移送費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 500 0 0
令和 8年度 -

令和 9年度 -

県支出金

500 500 500 0

500 500 500 0

負傷、疾病等により移動が困難な被保険者が、医師の指 ・負傷、疾病等により移動が困難な被保険者が、医師の ・負傷、疾病等により移動が困難な被保険者が、医師の

示により一時的、緊急的な必要性があって移送された場合に要した経費 指示により 指示により一時的、緊急的な必要性があって移送された場合に、必要な

について保険給付を行います。 一時的、緊急的な必要性があって移送された場合に、経済的な出費 医療が受けられます。

について補填を行い、必要な医療が受けられるようにします。　 　

18 500 500 0 04 01 01 01 01 00 保険給付費等交付金（普通交付金） 500 500 500 0

差引一般財源 0 0 0 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 出産育児一時金

4. 出産育児諸費

1. 出産育児一時金 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 45,000 △2,500 36,180
令和 8年度 -

令和 9年度 -

繰入金

28,333 42,500 28,333 14,167

27,667 41,500 27,667 13,833

出産費用の全部または一部に関して、出産育児一時金の ・出産に伴う経費を補填することにより、被保険者の費 ・出産に伴う経費の軽減を図ることにより、安心して出

支給をします。 用の軽減を図ります。 産することができます。

18 41,500 45,000 △3,500 06 02 01 06 01 00 出産育児一時金等繰入金 28,333 27,667 30,000 △2,333

差引一般財源 14,167 13,833 15,000 △1,167



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 出産育児一時金支払事務手数料

4. 出産育児諸費

2. 支払手数料 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 19 △1 14
令和 8年度 -

令和 9年度 -

18 18

18 18

出産育児一時金の支払事務に対する手数料を、千葉県国 ・出産育児一時金の支給を円滑に実施するために、支払 ・出産育児一時金の支給を円滑に実施できます。

民健康保険団体連合会に支払います。 い事務を千葉県国民健康保険団体連合会に委託して実施します。

令和元年度から令和５年度にかけての実績を考慮

して算定しています。

11 18 19 △1

差引一般財源 18 18 19 △1



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 保険給付費 1. 葬祭費

5. 葬祭諸費

1. 葬祭費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 12,000 △100 11,900
令和 8年度 -

令和 9年度 -

11,900 11,900

11,900 11,900

被保険者が死亡したとき、葬祭を行った者（喪主）に対 ・葬祭を行う者（喪主）に対して負担の軽減を図ります ・葬祭を行う者（喪主）の負担軽減を図ることができま

して葬祭費を支給します。 。 した。

過去５年間の申請実績を基に算出しています。

18 11,900 12,000 △100

差引一般財源 11,900 11,900 12,000 △100



特例補助金 1 1 1 0

04 01 01 02 01 00 保険者努力支援（経常分） 46,403 38,927 47,266 △8,339

04 01 01 02 03 00 特別調整交付金（経常分） 25,815 23,970 23,097 873

04 01 01 02 05 00 県繰入金 81,043 78,257 76,499 1,758

04 02 01 01 0

　

1 00 財政安定化基金

　

交付金 1 1 1 0

06 0

　

2 01 01 01 00 保

様

険基盤安定繰入金（保

式

険税軽減分） 374,

第

264 359,607

２

374,264 △14

号

,657

06 02 01

(

02 01 00 保険基盤

事

安定繰入金（保険者支

業

援分） 195,973

別

199,316 208

概

,025 △8,709

要

0

)

6 02 01 03 01 0

N

0 未就学児均等割保険

o

税繰入金 5,840 4

.

,148 5,446 △

款

1,298

大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 国民健康保険事業費納付金 1. 国民健康保険事業費納付金（医療分）

1. 医療給付費分

1. 医療給付費分 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 補助 通常 3,288,512 0 3,395,635
令和 8年度 -

令和 9年度 -

国庫支出金 県支出金 繰入金

793,548 3,288,512 1 153,262 640,285 2,494,964

769,060 3,171,456 1 141,155 627,904 2,402,396

平成30年度に国保事業が県単位で広域化されたことによ ・千葉県の国民健康保険に関する特別会計において負担 ・適正に支出しました。

り新設された納付金。各自治体は、県が支出する医療費の原資として、 する国民健康保険保険給付費等交付金の交付に要する費用、その他の国

所得や納税義務者数等を基に算出された標準税率から割り出される事業 民健康保険事業に要する費用に充てるため、千葉県へ国民健康保険事業

費納付金を県に納付します。 費納付金を納付します。

国民健康保険事業費納付金を納付するための費用 制度上、県が提示した金額を支出することになり ※千葉県が示す試算値は令和6年11月に仮算定値

を保険料等により賄うため、収入の確保に努める必要があります。 ます。 が示される予定のため、予算要求額は令和6年度決定額としています。

18 3,171,456 3,288,512 △117,056 03 01 01 01 01 00 災害等臨時



々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 国民健康保険事業費納付金 1. 国民健康保険事業費納付金（医療分）

1. 医療給付費分

1. 医療給付費分 健康保険課

（佐倉市）　　

06 02 01 05 01 00 産前産後保険税繰入金 740 1,365 1,186 179

06 02 01 07 01 00 国保財政安定化支援事業繰入金 63,468 63,468 61,096 2,372

差引一般財源 2,494,964 2,402,396 2,491,631 △89,235

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細



59,609 62,481 △2,872

06 02 01 02 01 00 保険基盤安定繰入金（保険者支援分） 58,315 58,373 63,204 △4,831

06 02 01 03 01 00 未就学児均等割保険税繰入金 1,842 1,308 1,717 △409

06 02 01 05 01 00 産前産後保険税繰入金 310 527 434 93

差

　

引一般財源 1,105

　

,494 1,040,

　

912 1,100,6

様

06 △59,694

式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 国民健康保険事業費納付金 1. 国民健康保険事業費納付金（支援分）

2. 後期高齢者支援金等分

1. 後期高齢者支援金等分 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 補助 通常 1,228,442 0 1,226,230
令和 8年度 -

令和 9年度 -

繰入金

122,948 1,228,442 122,948 1,105,494

119,817 1,160,729 119,817 1,040,912

平成30年度に国保事業が県単位で広域化されたことによ ・千葉県の国民健康保険に関する特別会計において負担 ・適正に支出しました。

り新設された納付金。各自治体は、県が支出する医療費の原資として、 する国民健康保険保険給付費等交付金の交付に要する費用、その他の国

所得や納税義務者数等を基に算出された標準税率から割り出される事業 民健康保険事業に要する費用に充てるため、千葉県へ国民健康保険事業

費納付金を県に納付します。 費納付金を納付します。

国民健康保険事業費納付金を納付するための費用 制度上、県が提示した金額を支出することになり ※千葉県が示す試算値は令和6年11月に仮算定値

を保険料等により賄うため、収入の確保に努める必要があります。 ます。 が示される予定のため、予算要求額は令和6年度決定額としています。

18 1,160,729 1,228,442 △67,713 06 02 01 01 01 00 保険基盤安定繰入金（保険税軽減分） 62,481



保険基盤安定繰入金（保険者支援分） 18,676 19,101 19,398 △297

差引一般財源 309,110 297,217 308,388 △11,171

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 国民健康保険事業費納付金 1. 国民健康保険事業費納付金（介護分）

3. 介護納付金分

1. 介護納付金分 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 補助 通常 368,642 0 389,078
令和 8年度 -

令和 9年度 -

繰入金

59,532 368,642 59,532 309,110

59,856 356,995 59,856 297,139

平成30年度に国保事業が県単位で広域化されたことによ ・千葉県の国民健康保険に関する特別会計において負担 ・適正に支出しました。

り新設された納付金。各自治体は、県が支出する医療費の原資として、 する国民健康保険保険給付費等交付金の交付に要する費用、その他の国

所得や納税義務者数等を基に算出された標準税率から割り出される事業 民健康保険事業に要する費用に充てるため、千葉県へ国民健康保険事業

費納付金を県に納付します。 費納付金を納付します。

国民健康保険事業費納付金を納付するための費用 制度上、県が提示した金額を支出することになり ※千葉県が示す試算値は令和6年11月に仮算定値

を保険料等により賄うため、収入の確保に努める必要があります。 ます。 が示される予定のため、予算要求額は令和6年度決定額としています。

18 356,995 368,642 △11,647 06 02 01 01 01 00 保険基盤安定繰入金（保険税軽減分） 40,856 40,677 40,856 △179

06 02 01 02 01 00



3 01 01 01 高額療養費資金貸付金償還金 100 100 100 0

差引一般財源 0 0 0 0

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
4. 保健事業費 1. 保健事業

2. 保健事業費

1. 保健事業費 健康保険課

（佐倉市）　　

第１章
ともに支え合い誰もがいきいきと暮らせるまち（福 -

祉・健康・子育て） 令和 7年度 -

経常 単独 計画 4,821 △46 4,085 基本施策５
健康づくり 令和 8年度 -

令和 9年度 -

施策４
医療費の適正化を図ります

県支出金 その他

4,775 4,775 4,675 100 0

4,775 4,775 4,675 100 0

・被保険者に対して医療費通知を送付し、受診状況や自 ・医療費通知を送付することにより、被保険者に健康と ・被保険者が医療費に対する認識を高め、医療保険制度

己負担額等を通知します｡ 医療費に対する関心を高めていただき、医療保険制度に対する認識を深 に対する理解を深めることができます。

・ジェネリック医薬品（後発医薬品）の差額通知を送付します。 めていただきます。 ・医薬品の変更により、医療費の削減に取り組むことができます。

・ジェネリック医薬品の差額通知により、先発医薬品から後発医薬品へ

変更を促進します。

・医療費通知の発送回数を年２回に見直しました ・医療費通知及びジェネリック医薬品差額通知に

。 ついては、保険者努力支援制度における評価指標となっています。

11 4,590 4,599 △9

12 78 117 △39

18 7 5 2

20 100 100 0

04 01 01 02 01 00 保険者努力支援（経常分） 4,675 4,675 4,721 △46

08 02 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
5. 基金積立金 1. 基金積立金

1. 基金積立金

1. 基金積立金 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 1 0 0
令和 8年度 -

令和 9年度 -

1 1

1 1

国民健康保険特別会計財政調整基金への積立を行います ・国民健康保険事業の財政運営の健全化を図ります。 ・国民健康保険事業の財政運営の健全化を図りました。

。

24 1 1 0

差引一般財源 1 1 1 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
6. 諸支出金 1. 保険税還付金

1. 償還金及び還付加算金

1. 保険税還付金 債権管理課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 20,250 0 20,856
令和 8年度 -

令和 9年度 -

20,250 20,250

20,250 20,250

過年度に納付された国民健康保険税（一般被保険者分） ・国民健康保険税の過誤納状態を解消することで、適正 ・適正かつ速やかな還付事務を行うことにより、国民健

について、過誤納が発生した場合に、対象者に還付します。 な課税を実現します。 康保険税に対する一般被保険者の信頼を高めます。

22 20,250 20,250 0

差引一般財源 20,250 20,250 20,250 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
6. 諸支出金 1. 償還金

1. 償還金及び還付加算金

2. 償還金 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 1 0 566
令和 8年度 -

令和 9年度 -

1 1

1 1

国または県からの交付金等について、当該年度経過後に ・補助金の超過交付分の返還金 ・補助金の超過交付分の返還金

実績報告等により超過交付が生じた場合に、超過交付分の償還を行いま

す。

例年生じる経費ではありますが、現時点で金額の

算定が難しいため1,000円のみ計上しています。

22 1 1 0

差引一般財源 1 1 1 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
6. 諸支出金 1. 延滞金

2. 延滞金

1. 延滞金 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 1 0 0
令和 8年度 -

令和 9年度 -

1 1

1 1

事業者や行政機関に対する支出が納期限を経過した際に 納期限経過に対する法的または契約上の金銭的責務を果 延滞金を支払うことにより納期限経過に対する訴訟等の

延滞金の支払を行います。 たします。 リスクを免れます。

22 1 1 0

差引一般財源 1 1 1 0



　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 総合計

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 7年度  国民健康保険特別会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 予備費 1. 予備費

1. 予備費

1. 予備費 健康保険課

（佐倉市）　　

-

令和 7年度 -

経常 単独 通常 25,000 0 0
令和 8年度 -

令和 9年度 -

25,000 25,000

25,000 25,000

国保特会において、年度内に生じる緊急性の高い経費の ・不測の事態等における特別会計の適切な執行や未払金 ・不測の事態等における特別会計の適切な執行や未払金

財源に充てるために保持する予算です。 の防止のため。 の防止が図られました。

突発的な支出に対応するために必要な予算ですが

、必要額の算定が困難であることから前年度と同額としています。

28 25,000 25,000 0

差引一般財源 25,000 25,000 25,000 0


